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【方法】1990 年 6 月から 8 月に宮城県コホート研究に参加した 40 歳から 64 歳の女性 21,456
人を解析対象とした。ベースライン調査では、自記式質問紙を用いて、生活習慣、疾患既往歴の
ほか、初産年齢を含む生殖関連要因についての質問を行なった。その後、対象者を 2007 年 12
月末まで追跡した。解析は Cox 比例ハザードモデルを使用して、初産年齢が 22 歳以下の女性を
基準とした時の 23～25 歳、26 歳以上の女性における多変量補正ハザード比(95％信頼区間)を算
出した。 
【結果】17.5 年間の追跡の結果、子宮内膜がん罹患者 51 件を確認した。初産年齢が 22 歳以下
の女性と比較して、23～25 歳の女性では子宮内膜がん罹患リスクのハザード比が 0.68 
(0.37-1.24)、26 歳以上の女性では 0.43 (0.18-0.99)となり、子宮内膜がん罹患リスクが低下した。
この関連は、子宮内膜がん罹患に影響すると考えられている初潮年齢、出産数、閉経年齢などの
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（書式１２） 
生殖要因や肥満要因で層別化しても同様の結果であった。 
【結論】日本人女性を対象とした前向きコホート研究の結果、初産年齢と子宮内膜がん罹患リス
クに負の関連性がみられた。 
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